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この統計表の見方 
                                  
○用語の解説とそれらの相関関係 
 
（Ａ）観光客延数・・・・・観光の活動量を日単位で表すもので、当該地を訪れた観光

客の滞在日数の合計としての入込者数で表される。 
＜算式で表すと＞ 

観光客延数＝宿泊客延滞在数＋日帰り客数  
 
 
（Ｂ）宿泊客延滞在数・・・次の２つの要素を合計したもので、当該地に来訪した宿泊

をともなう観光客の滞在日数の合計としての入込者数で

表される。 
＜要 素＞ 

（１）宿泊客実数・・・何泊したかを問わず当該地に宿泊した観光 
客の合計 

（２）延べ宿泊者数・・・当該地の宿泊観光客の延宿泊数の合計 

＜算式で表すと＞ 
（３）宿泊客延滞在数＝宿泊客実数＋延宿泊者数  

 
平均宿泊数・・・当該地の宿泊観光客が平均何泊するかを表す 

もので、必ず１（泊）以上として表される。 

＜算式で表すと＞ 
平均宿泊数＝延宿泊数÷宿泊客実数  

 
 
（Ｃ）観光客実数 ＝日帰り客数＋宿泊客実数  

＝地元客＋県内客＋県外客  
 
 
【具 体 例】 
 

☆１人が２泊３日した場合 
（１）宿泊客実数・・・・・１人  
（２）延 宿 泊 数・・・・・２泊  
（３）宿泊客延滞在数・・・３人  

 
 
 
 



 

 

○調査概要 
 

作成にあたっては、宿泊施設における聞き取りや県内各ブロックの主要観光施設の入

り込み状況、航路・空路の乗降客数等を考慮し、平成２７年１２月３１日現在の観光客

数について、各市町が推計したものを県において集計したものである。 
 
 
○地域ブロック区分 
 
この統計表における地域ブロック区分は以下のとおりである。 
 
① 長崎・西彼：長崎市、長与町、時津町 
② 佐世保・西海・東彼・北松 

：佐世保市、西海市、東彼杵町、川棚町、波佐見町、佐々町 
③ 平戸・松浦：平戸市、松浦市 
④ 諫早・大村：諫早市、大村市 
⑤ 島 原 半 島：島原市、雲仙市、南島原市 
⑥ 五   島：五島市、新上五島町、小値賀町 
⑦ 壱   岐：壱岐市 
⑧ 対   馬：対馬市 

 
 
○再算定について 
本年は、諫早市、新上五島町において算定方法の見直しが行われ、島原市において前年

公表数値の訂正等が生じたため、平成２６年の公表数値について再算定を行っている。 
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平成２８年６月９日 

観 光 振 興 課 

 

平成２７年長崎県観光統計 

 

 

 
 

 

 

 

・観光客延べ数は、統計をとりはじめた昭和４７年以降最多であ

った平成２６年を上回り、2 年連続で過去最高を更新。 

・延べ宿泊者数は、平成１９年以来８年ぶりに７００万人

台へ回復するとともに４年連続の増加。 
 

●概況 

「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」が世界文化遺産に

登録されたこと、世界遺産候補の「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」への

注目が高まったこと、ハウステンボスの光の王国や世界新三大夜景であ

る長崎市の夜景などの夜型観光が引き続き好調を維持していること、

国の地方創生交付金を活用した「ふるさと割」の実施により宿泊客が

増加したこと、訪日旅行需要が拡大する中、外国人宿泊客数・クルー

ズ客船入港隻数が過去最高を記録したことなどから、前年の長崎がん

ばらんば国体・長崎がんばらんば大会開催による反動減が一部見受け

られたものの、平成２７年の観光客延べ数は３，３２８万人（対前年

比＋２．７％）となり、これまで最多であった平成２６年を上回り、

2 年連続で過去最高を更新した。 

日帰り客数は２，０８５万人（対前年比＋０．６％）、宿泊客延べ

滞在数は１，２４４万人（対前年比＋６．３％）であり、宿泊客数の

増加が観光客延べ数の増加に大きく寄与している。 
 

  

観光客数比較

H26 H27 対前年増減数 対前年比

32,412,482 33,284,150 871,668 2.7

20,713,237 20,847,798 134,561 0.6

11,699,245 12,436,352 737,107 6.3宿泊客延滞在数

観 光 客 延 べ 数

日 帰 り 客 数

 （単位：人、％）

 
（注）島原市において平成２６年の算定に誤りがあったこと、諫早市において平成２７年から観光客数の算定方

法が一部変更されていることから、平成２６年の数値は、再算定数値を用いている。 

長崎県の観光客延べ数（平成２７年１～１２月） 

３３，２８４，１５０人（対前年比＋２．７％） 
平成２６年の３２，４１２，４８２人（注）と比べ、８７１，６６８人の増加



2 

１．長崎県の観光動向 

 （１）四半期毎の観光動向（※長崎県観光動向調査：宿泊客数の前年比） 

    【１～３月】（＋３．３％） 

ハウステンボスの「光の王国」の集客が引き続き好調であること、長崎

市におけるランタンフェスティバルの開催や夜景などの夜型観光が好調

を維持していること、韓国人などの外国人観光客が増加していることなど

から、増加した。 
 
    【４～６月】（＋８．２％） 

「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」がユネスコ

世界遺産委員会の諮問機関である ICOMOS（イコモス）による勧告を受

けたことに伴い、世界文化遺産登録に向けて注目を浴びたこと、ハウステ

ンボス及びその周辺での宿泊が好調であること、夜景などの夜型観光が好

調を維持していること、アジアを中心とした外国人観光客が増加している

ことなどから、増加した。 
 
    【７～９月】（＋１３．０％） 

７月に明治日本の産業革命遺産が世界文化遺産として登録され全国的

に注目を浴びたこと、昨年よりもシルバーウィークの日並びが良かったこ

と、離島地区では「ふるさと割」と「しまとく通貨」の効果が相まって現

れたこと、アジアを中心とした外国人観光客が引き続き増加していること

などから、今年はじめて全てのブロックで増加となり、増加した。 
 
    【１０～１２月】（＋１．３％） 

１０月、１１月の「長崎かんばらんば国体」、「長崎かんばらんば大会」

開催に伴う反動減が多くのブロックでみられたものの、「明治日本の産業

革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」の世界文化遺産への登録決定に

より注目が高まったこと、世界遺産候補である「長崎の教会群とキリスト

教関連遺産」への集客が奏功していること、アジアを中心とした外国人観

光客が引き続き増加していることなどから、１０～１２月期全体で対前年

同期比＋１．３％となった。 
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（２）日帰り、宿泊別観光客の動向 
日帰り客数は、前年の長崎がんばらんば国体・大会開催による反動減が一部見

受けられたものの、世界文化遺産の登録決定やハウステンボスの集客増、クルー

ズ客船の大幅増などから、対前年比＋０．６％（＋１３４千人）と２年連続で過

去最高を更新した。 
宿泊客延べ滞在数は、国の地方創生交付金を活用した「ふるさと割」が好調だ

ったこと、長崎市の夜景やハウステンボスの「光の王国」などの夜型観光が引き

続き好調だったことに加え、外国人宿泊客が大幅に増加していることなどから、

対前年比＋６．３％（＋７３７千人）となった。 
 

 

日帰り・宿泊別観光客数 （単位：人、％）

H26 H27 対前年増減 対前年比

20,713,237 20,847,798 134,561 0.6

11,699,245 12,436,352 737,107 6.3

延 宿 泊 者 数 6,687,463 7,047,020 359,557 5.4

宿 泊 客 延 滞 在 数

日 帰 り 客 数

 
 

（３）観光客数の推移 

平成２０年はリーマンショックに端を発する世界的な経済情勢の悪化に加

え、円高や新型インフルエンザにより外国人観光客が減少したものの、平成 

２１年は高速道路の料金割引効果がみられたことにより、また、平成２２年は

大河ドラマ「龍馬伝」の放送や、ハウステンボスのリニューアルが追い風とな

ったことにより、観光客の増加傾向に転じた。 

平成２３年は東日本大震災の影響によりいったん減少に転じたが、平成２４

年は震災の影響からの回復に加え、「光と灯り」をテーマにした誘客が奏功し

たことや、全国和牛能力共進会長崎県大会の開催などにより再び増加に転じた。   

平成２５年はハウステンボス入場者数の大幅増加や、世界新三大夜景認定以

降、夜型観光が好調であったこと、長崎しおかぜ総文祭や国体のリハーサル大

会が開催されたこと、更に外国人観光客が大幅に増加したことなどから、県内

全てのブロックで増加がみられた。 

平成２６年は長崎がんばらんば国体・長崎がんばらんば大会の競技が県内各

地で開催されたことや、世界文化遺産候補となった観光施設への誘客が堅調で

あったことから観光客の増加がみられた。 

平成２７年は「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」が世

界文化遺産に登録されるなど、世界遺産候補も含めた注目度の高まりを初めと

して、長崎市、ハウステンボスが引き続き好調を維持するとともに、ふるさと

割の効果などで宿泊客が大幅な増加を見せたことにより、観光客延べ数は対前

年比２．７％増と４年連続の増加となった。 

 

観光客延べ数の伸び率推移 （単位：％）

年 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

前 年 比 0.0 1.7 ▲ 1.4 0.9 2.7 ▲ 3.7 4.3 5.5 4.8 2.7  
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（４）地域ブロック別の動向 
①長崎・西彼ブロック（６９０万人、対前年比＋６．０％ ＋３９０千人） 

長 崎 市：「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」の世

界文化遺産への登録決定に伴う各種メディアでの露出増により、

旧グラバー住宅（グラバー園）が前年比＋１４．８％、端島（軍

艦島）上陸者数が前年比＋４４．９％と大幅に伸びている。また、

市内の夜景が世界新三大夜景に認定されて以降、夜型観光が好調

を維持していることや、長崎港へのクルーズ客船の入港が前年比

７４．７％増の１３１隻となり、大幅な増加となったことなどか

ら、日帰り客は対前年比＋７．０％、宿泊客延滞在数は対前年比

＋５．０％となり、観光客延べ数は過去最高であった昨年を対前

年比＋６．１％（＋３８７千人）と更に上回った。 

 

②佐世保･西海･東彼･北松ブロック（１，０４９万人、対前年比＋３．０％、＋３０２千人） 

佐世保市：ハウステンボスが新イベントなどの展開や世界初のロボットによ

るホテルの開業などにより集客効果が継続したこと、九十九島パ

ールシーリゾートでは新しい九十九島遊覧船が新規就航したこ

と、佐世保港国際ターミナルが供用開始となりクルーズ客船の寄

港が急増したこと等の一方で、前年の「九十九島動植物園森きら

ら」のリニューアル効果や長崎がんばらんば国体・大会開催の反

動減があったことなどから、日帰り客数は対前年比▲１．１％と

微減、宿泊客延滞在数は対前年比＋５．５％となり、観光客延べ

数は対前年比＋１．９％（＋１４９千人）と過去最高を記録した。 

 

西 海 市：長崎バイオパークや七ツ釜鍾乳洞などの主要施設の利用者数が増

加していること、西海大鍋まつりなどのイベントによる集客が好

調だったことなどから、日帰り客数が対前年比＋８．５％、宿泊

客延滞在数も対前年比＋３．７％と堅調な伸びを見せた結果、観

光客延べ数は対前年比＋８．０％（＋６９千人）となった。 

 

波佐見町：雑誌やテレビなどのメディア露出が増え、観光施設や体験施設、

各種イベント等も軒並み増加していること、宿泊施設が新たにオ

ープンしたことに伴い宿泊客数が急増したことなどから、観光客

延べ数は、対前年比＋１０．３％（＋８７千人）となった。 

 

    ③平戸・松浦ブロック（２７３万人、対前年比＋２．５％ ＋６６千人） 

平 戸 市：体験メニューと宿泊を組み合わせた夏の旅行商品企画が奏功し、

個人客が増加するとともに宿泊増に繋がったこと、西九州自動車

の一部開通に伴い、福岡や佐賀からの来訪者数が増加しているこ

とに加え、外国人観光客が増加したことから、観光客延数は対前

年比＋０．６％（＋１３千人）となった。 
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松 浦 市：西九州自動車道の一部開通に伴い、主要観光施設である「道の駅

松浦 海のふるさと館」の利用者数の増加につながったことや、鷹

島モンゴル村のリニューアル効果などから、観光客延べ数は対前

年比＋８．２％（＋５３千人）となった。 

 

④諫早･大村ブロック（３８９万人、対前年比▲１．４％ ▲５４千人） 

諫 早 市：長崎がんばらんば国体・大会の式典会場だったことの反動から、

日帰り客は対前年比▲５．３％であったものの、外国人宿泊客の     

増加などにより宿泊客延滞在数が大幅増となったことから、観光

客延数は横ばいとなった。 

 

大 村 市：外国人宿泊客の増加などにより宿泊客は増加したものの、長崎が

んばらんば国体・大会開催の反動減などにより、日帰り客数は対

前年比▲６．５％と減少し、観光客延べ数は対前年比▲４．６％

（▲５４千人）となった。 

 

⑤島原半島ブロック（６８９万人、対前年比＋０．２％ ＋１２千人） 

島 原 市：４月にオープンした鯉の泳ぐ街観光交流センター「清流亭」が新

たな拠点となり、「四明荘」や「島原城」などの主要施設の利用者

が増加したことや島原市独自で実施した「ふるさと旅行券」が宿

泊客増に寄与したことで、日帰り客数、宿泊客延滞在数、観光客

延数のいずれも対前年比＋５．２％となった。 

 

雲 仙 市：「ふるさと割」の効果や積極的なプロモーションに伴う外国人宿

泊客の増加などにより宿泊客延滞在数は対前年比＋４．７％とな

ったが、長崎がんばらんば国体・大会開催の反動減などにより、

日帰り客数は対前年比▲３．６％だったため、観光客延べ数は対

前年比▲０．９％（▲３４千人）となった。 

 

 南島原市：世界遺産候補の「原城跡」と「日野江城跡」、ガイダンス施設で

ある「有馬キリシタン記念館」は増加傾向であるものの、天候不

順などにより大型イベントの集客が悪かったこと、大型宿泊施設

のリニューアルに伴う閉館期間の集客減などにより、日帰り、宿

泊ともに減少し、観光客延べ数は対前年比▲１．９％（▲３２千

人）となった。 

 

⑥五島ブロック（７３万人、対前年比＋６．９％ ＋４７千人） 

五 島 市：「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」への注目度の高まりを受

けて、構成資産である「旧五輪教会堂」「江上天主堂」に加え、

堂崎天主堂でも来訪者数が大幅に増加していることなどにより、

日帰り、宿泊ともに増加し、観光客延べ数は対前年比＋３．２％

（＋１３千人）となった。 
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新上五島町：世界遺産候補の「頭ヶ島天主堂」に加え、青砂ヶ浦天主堂も来訪

者数が大幅に増加していることに加え、韓国からの巡礼ツアー客

も順調な伸びを見せたこと等により、観光客延べ数は対前年比 

＋１３．０％（＋３１千人）となった。 

 

⑦壱岐ブロック（５６万人、対前年比＋４．８％ ＋２６千人） 

壱 岐 市：多客期である夏に台風等の天候の影響も少なく、海水浴客や辰ノ

島渡船・遊覧クルーズも利用客が増加したことや、しまとく通貨

とのタイアップによる旅行商品の販売も好調だったことから、日

帰り客、宿泊客とも増加し、観光客延数は、対前年比＋４．８％

（＋２６千人）となった。 

 

⑧対馬ブロック（１０９万人、対前年比＋８．２％ ＋８３千人） 

対 馬 市：平成２６年に引き続き韓国人観光客数が日帰り客、宿泊客ともに

増加し、過去最高となったことなどから、観光客延べ数は対前年

比＋８．２％（＋８３千人）となった。 
 

地域ブロック別観光客数
H26

日帰り客数
宿  泊  客
延 滞 在 数

延宿泊者数 宿泊客実数
平  均
宿泊数

観 光 客
延　  数

観 光 客
延    数

増減数 前年比

20,847,798 12,436,352 7,047,020 5,389,332 1.31 33,284,150 32,412,482 871,668 2.7

① 長崎・西彼 3,928,508 2,969,592 1,711,041 1,258,551 1.36 6,898,100 6,508,415 389,685 6.0

②
佐 世 保 ･ 西 海
東 彼 ・ 北 松

6,421,909 4,070,567 2,186,787 1,883,780 1.16 10,492,476 10,190,537 301,939 3.0

③ 平 戸 ･ 松浦 1,981,799 745,853 451,651 294,202 1.54 2,727,652 2,662,102 65,550 2.5

④ 諫早・大村 2,935,562 952,829 528,648 424,181 1.25 3,888,391 3,942,435 ▲ 54,044 ▲ 1.4

⑤ 島 原 半 島 4,953,016 1,937,723 1,036,035 901,688 1.15 6,890,739 6,878,513 12,226 0.2

⑥ 五 島 229,886 502,727 303,336 199,391 1.52 732,613 685,217 47,396 6.9

⑦ 壱 岐 83,647 477,664 320,019 157,645 2.03 561,311 535,602 25,709 4.8

⑧ 対 馬 313,471 779,397 509,503 269,894 1.89 1,092,868 1,009,661 83,207 8.2

県 計

H27-H26比較

単位：人、泊、％）

観          光          客          延          数
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（５）外国人観光客（宿泊客）の動向 
国では訪日外客数が過去最高と訪日旅行需要が拡大するなる中、本県において

も、国・地域などのターゲット毎に積極的な誘致セールス活動やプロモーションを

実施した結果、円安傾向やビザの緩和、消費税免税制度の拡充や造船関連のビジネ

ス需要等の影響も後押しとなり、延べ宿泊者数、宿泊客延滞在数ともに、これまで

の最高であった平成１９年を上回り、延宿泊者数が対前年比＋４３．５％（＋２２６ 

千人）の７４５千人、宿泊客延滞在数が対前年比＋４１．７％（＋３８０千人）の

１，２９３千人といずれも過去最高を記録した。 

国・地域別で多い順に見ると、韓国、台湾、中国、アメリカの順となっており、

平成６年の調査開始以来、初めて中国がアメリカを上回り３番目となった。 

また、クルーズ船の入港隻数は、県全体で１８０隻と過去最高であった平成２６

年の約２倍となり、乗員乗客数も５０万人を超え、過去最高を更新した。 
 （単位：人、％）

国・地域
延宿泊
者　数

宿 泊 客
延滞在数

延宿泊
者　数

宿 泊 客
延滞在数

延宿泊
者　数

宿 泊 客
延滞在数

延宿泊
者　数

宿 泊 客
延滞在数

418,840 758,404 561,900 1,011,021 34.2 33.3 143,060 252,617

中 国 26,106 43,692 59,663 100,581 128.5 130.2 33,557 56,889

台 湾 130,728 238,571 162,221 295,256 24.1 23.8 31,493 56,685

香 港 24,219 45,062 31,859 59,260 31.5 31.5 7,640 14,198

韓 国 207,561 380,094 263,330 479,892 26.9 26.3 55,769 99,798

シンガポール 10,101 16,657 11,769 19,737 16.5 18.5 1,668 3,080

タ イ 12,267 21,273 16,783 29,183 36.8 37.2 4,516 7,910

そ の 他 7,858 13,055 16,275 27,112 107.1 107.7 8,417 14,057

20,913 33,595 94,665 150,694 352.7 348.6 73,752 117,099

イ ギ リ ス 3,900 6,298 5,267 8,597 35.1 36.5 1,367 2,299

フ ラ ン ス 2,457 3,989 3,554 5,825 44.6 46.0 1,097 1,836

そ の 他 14,556 23,308 85,844 136,272 489.7 484.7 71,288 112,964

42,931 60,469 46,528 67,429 8.4 11.5 3,597 6,960

ア メ リ カ 40,843 57,060 43,165 61,965 5.7 8.6 2,322 4,905

カ ナ ダ 1,737 2,838 2,656 4,329 52.9 52.5 919 1,491

そ の 他 351 571 707 1,135 101.4 98.8 356 564

1,389 2,231 1,565 2,536 12.7 13.7 176 305

6,063 9,786 6,106 9,879 0.7 1.0 43 93

オーストラリア 4,737 7,645 5,003 8,083 5.6 5.7 266 438

そ の 他 1,326 2,141 1,103 1,796 ▲ 16.8 ▲ 16.1 ▲ 223 ▲ 345

725 1,204 892 1,462 23.0 21.4 167 258

27,940 46,936 33,022 50,070 18.2 6.7 5,082 3,134

518,801 912,625 744,678 1,293,091 43.5 41.7 225,877 380,466

国 籍 不 明

合 計

オ セ ア ニ ア

その他の国・地域

南 ア メ リ カ

ア ジ ア

ヨ ー ロ ッ パ

北 ア メ リ カ

地域
対前年比（％）

Ｈ２６
H27-H26比較

増減（人）
Ｈ２７

 

≪参考≫クルーズ客船入港実績推移　 単位：（隻、人）

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

39 78 48 92 180
外　航 20 73 39 82 164
内　航 19 5 9 10 16

33,645 82,729 56,666 153,109 500,866
外　航 26,171 80,797 52,897 149,232 490,375
内　航 7,474 1,932 3,769 3,877 10,491

乗員乗客数

入港隻数
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（６）修学旅行宿泊者数の動向 
平成２７年の修学旅行宿泊者数は、平成２６年が本県修学旅行のピーク期であ

る１０～１１月に長崎がんばらんば国体・大会開催による影響で減少したものの、

数年前から実施していた再び長崎へ方面変更していただくための学校及び旅行会

社等への訪問活動等が奏功し、対前年比＋４．７％（＋２０千人）の４５２千人

と２年ぶりに増加に転じ、過去１０年間では２番目に高い水準まで回復した。 
（単位：人、％）

平成25年 平成26年 平成27年 増減数 前年比 構成比

451,258 431,707 452,050 20,343 4.7 100.0

303,500 285,200 297,300 12,100 4.2 66.1

59,743 59,084 62,703 3,619 6.1 13.7

6,315 5,084 7,045 1,961 38.6 1.2

27,848 25,975 27,280 1,305 5.0 6.0

5,991 9,947 10,679 732 7.4 2.3

3,827 3,628 3,037 ▲ 591 ▲ 16.3 0.8

619 617 1,598 981 159.0 0.1

13,750 12,158 12,875 717 5.9 2.8

18,068 18,732 16,773 ▲ 1,959 ▲ 10.5 4.3

1,969 974 1,936 962 98.8 0.2

316 0 0 0 - 0.0

5,127 5,953 5,588 ▲ 365 ▲ 6.1 1.4

0 296 180 ▲ 116 ▲ 39.2 0.1

3,142 2,447 2,730 283 11.6 0.6

1,043 1,612 2,326 714 44.3 0.4
注１）市町調査（聞き取り）による数値
　　　長崎市については、市発表の団体客（学生客）の数であるため、日帰り客を含む
注２）実績がある市町のみ掲載している。

市　　町

壱 岐 市

五 島 市

対 馬 市

県 計

長 崎 市

川 棚 町

松 浦 市

平 戸 市

小 値 賀 町

新 上 五 島 町

佐 世 保 市

諫 早 市

雲 仙 市

島 原 市

大 村 市

南 島 原 市

 

 
修学旅行宿泊者数の推移（H18～27） 

395,715 390,768
408,909

433,361 433,710

482,852

444,117 451,258

431,707

452,050

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（単位：人）

 

（人） 
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２．長崎県の観光消費額の動向 

平成２７年の観光消費額 
 

 

 

 

 

 

 

○１人１日当たりの平均消費額 

【日帰り客】    ８，２２８円（対前年比＋１１．３%） 

【宿 泊 客】  ２３，８８８円（対前年比＋ ４．６％） 

 

平成２７年の観光消費額は、観光客延べ数が過去最高を更新したことなどに

より、３，８１７億円（対前年比＋１２．３％）と、前年に続き２年連続で過

去最高を更新した。 

日帰り客、宿泊客別に観光消費額をみると、日帰り客は １，７１５億円（対

前年＋１２．０％）、宿泊客は２，１０１億円（対前年比＋１２．６％）であ

り、日帰り客、宿泊客ともに観光消費額に大幅な増加がみられた。 

日帰り客、宿泊客別に平均単価をみると、日帰り客は８，２２８円（対前年

比＋１１．３％）、宿泊客は２３，８８８円（対前年比＋４．６％）であった。 

（単位：百万円、％）

H26 H27 増減 対前年比

339,773 381,685 41,912 12.3

153,105 171,543 18,438 12.0

186,668 210,142 23,474 12.6

＜一人一日あたりの平均消費額＞

7,392 8,228 836 11.3

22,841 23,888 1,047 4.6

日 帰 り 客

宿 泊 客

日 帰 り 客

宿 泊 客

観 光 消 費 額

平均単価（円）

（注）諫早市、新上五島町において算定方法の見直しが行われ、島原市において
　　平成２６年の観光客数が訂正されていることなどから、平成２６年の数値は
　　再算定した数値を用いている。  

 

観光消費額の伸び率推移 （単位：％）

年 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

対 前 年 比 2.2 2.3 ▲ 1.5 ▲ 6.9 2.6 ▲ 1.3 6.6 13.1 4.4 12.3  

観光消費額 ３，８１７億円 （対前年比＋１２．３％） 

             ※平成２７年1月から１2月まで 



（参考）平成２７年市町別観光客数

日 帰 り 客 数 宿泊客延滞在数 延 宿 泊 者 数 宿 泊 客 実 数 平均宿泊数 観 光 客 延 数 26年延数※ 前 年 比 増 減 地 元 客 県 内 客 県 外 客 観 光 客 実 数 26年実数※ 前 年 比

20,847,798 12,436,352 7,047,020 5,389,332 1.31 33,284,150 32,412,482 2.7 871,668 4,616,478 6,698,274 14,922,378 26,237,130 25,725,019 2.0

① 3,928,508 2,969,592 1,711,041 1,258,551 1.36 6,898,100 6,508,415 6.0 389,685 374,478 386,482 4,426,099 5,187,059 4,855,636 6.8

② 6,421,909 4,070,567 2,186,787 1,883,780 1.16 10,492,476 10,190,537 3.0 301,939 1,950,449 1,623,519 4,731,721 8,305,689 8,144,045 2.0

③ 1,981,799 745,853 451,651 294,202 1.54 2,727,652 2,662,102 2.5 65,550 170,970 812,222 1,292,809 2,276,001 2,226,056 2.2

④ 2,935,562 952,829 528,648 424,181 1.25 3,888,391 3,942,435 ▲ 1.4 ▲ 54,044 1,332,694 1,599,588 427,461 3,359,743 3,479,712 ▲ 3.4

⑤ 4,953,016 1,937,723 1,036,035 901,688 1.15 6,890,739 6,878,513 0.2 12,226 637,251 2,084,576 3,132,877 5,854,704 5,850,413 0.1

⑥ 229,886 502,727 303,336 199,391 1.52 732,613 685,217 6.9 47,396 77,730 129,324 222,223 429,277 403,732 6.3

⑦ 83,647 477,664 320,019 157,645 2.03 561,311 535,602 4.8 25,709 27,089 13,704 200,499 241,292 237,273 1.7

⑧ 313,471 779,397 509,503 269,894 1.89 1,092,868 1,009,661 8.2 83,207 45,817 48,859 488,689 583,365 528,152 10.5

3,814,000 2,879,800 1,654,353 1,225,447 1.35 6,693,800 6,306,800 6.1 387,000 307,482 342,678 4,389,287 5,039,447 4,698,200 7.3

46,511 0 0 0 － 46,511 67,856 ▲ 31.5 ▲ 21,345 18,041 12,559 15,911 46,511 67,856 ▲ 31.5

67,997 89,792 56,688 33,104 1.71 157,789 133,759 18.0 24,030 48,955 31,245 20,901 101,101 89,580 12.9

4,168,918 3,718,578 1,967,978 1,750,600 1.12 7,887,496 7,738,531 1.9 148,965 1,571,013 697,841 3,650,664 5,919,518 5,873,149 0.8

835,309 93,572 55,924 37,648 1.49 928,881 859,882 8.0 68,999 86,879 317,394 468,684 872,957 805,369 8.4

48,860 3,498 1,749 1,749 1.00 52,358 51,911 0.9 447 4,049 36,945 9,615 50,609 49,872 1.5

329,187 197,583 132,468 65,115 2.03 526,770 505,958 4.1 20,812 42,983 227,535 123,784 394,302 383,755 2.7

879,127 57,336 28,668 28,668 1.00 936,463 849,248 10.3 87,215 165,270 271,576 470,949 907,795 846,893 7.2

160,508 0 0 0 － 160,508 185,007 ▲ 13.2 ▲ 24,499 80,255 72,228 8,025 160,508 185,007 ▲ 13.2

1,409,017 620,486 372,292 248,194 1.50 2,029,503 2,016,764 0.6 12,739 66,320 681,586 909,305 1,657,211 1,644,692 0.8

572,782 125,367 79,359 46,008 1.72 698,149 645,338 8.2 52,811 104,650 130,636 383,504 618,790 581,364 6.4

2,016,039 732,899 412,590 320,309 1.29 2,748,938 2,748,634 0.0 304 757,677 1,324,475 254,196 2,336,348 2,397,183 ▲ 2.5

919,523 219,930 116,058 103,872 1.12 1,139,453 1,193,801 ▲ 4.6 ▲ 54,348 575,017 275,113 173,265 1,023,395 1,082,529 ▲ 5.5

1,267,264 327,311 208,861 118,450 1.76 1,594,575 1,515,666 5.2 78,909 55,418 205,773 1,124,523 1,385,714 1,317,128 5.2

2,378,880 1,215,741 625,864 589,877 1.06 3,594,621 3,628,888 ▲ 0.9 ▲ 34,267 236,510 1,293,389 1,438,858 2,968,757 3,008,222 ▲ 1.3

1,306,872 394,671 201,310 193,361 1.04 1,701,543 1,733,959 ▲ 1.9 ▲ 32,416 345,323 585,414 569,496 1,500,233 1,525,063 ▲ 1.6

143,506 269,421 159,796 109,625 1.46 412,927 400,282 3.2 12,645 41,815 73,352 137,964 253,131 246,029 2.9

80,945 192,600 119,637 72,963 1.64 273,545 242,078 13.0 31,467 34,080 47,811 72,017 153,908 136,018 13.2

5,435 40,706 23,903 16,803 1.42 46,141 42,857 7.7 3,284 1,835 8,161 12,242 22,238 21,685 2.6

⑦ 83,647 477,664 320,019 157,645 2.03 561,311 535,602 4.8 25,709 27,089 13,704 200,499 241,292 237,273 1.7

⑧ 313,471 779,397 509,503 269,894 1.89 1,092,868 1,009,661 8.2 83,207 45,817 48,859 488,689 583,365 528,152 10.5

「26年延数※」、「26年実数※」の数値は、島原市、諫早市再算定後の数値である。

①

⑥ 新 上 五 島 町

五 島 市

⑤

南 島 原 市

島 原 市

②

平 戸 市

波 佐 見 町

長 崎 ・ 西 彼

壱 岐

西 海 市

時 津 町

④

③
松 浦 市

佐 々 町

諫 早 市

対 馬 市

壱 岐 市

小 値 賀 町

大 村 市

雲 仙 市

川 棚 町

佐 世 保 市

長 崎 市

島 原 半 島

長 与 町

対 馬

東 彼 杵 町

 （単位：人、％）

観          光          客          実          数

五 島

観          光          客          延          数区　分

諫 早 ・ 大 村

　市町

県 計

佐世保･西海･東彼・北松

平 戸 ･ 松 浦


